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鵜　セミナーのご案内（9臆

介輩予防“日常生活総合支援事業 

ハウツウ短期集中型適所。訪問事業 
日　時　2017年7月9日（日）　午後1時～5時
会　場　SSKセミナールーム

東京都港区西新橋2－6－2　友泉西新橋ビル4F

【セミナーの狙い】

介護予防・日常生活総合支援事業に位置づけられた短期集中型適所・訪問事業は、市町村が
より戦略的に介護予防ケアマネジメントの実行性を高め、介護予防を積極的に取り租むための事業
として位置づけられている。高齢者自身が自分の体や生活上の課題に気づき、対象者に対する
保健専門職による専門的な助言の下、元気になる方法を知り、役割や社会とのつながりを維持し、
住み慣れた地域での生きがいのある生活の構築に不可欠な市町村の取り組みである。先進地事例
から短期集中型適所・訪問事業の効果的な取り組み方法を学ぶ。

＜第1部＞　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【13：0（

！．地域包括ケアシステムの構築に向けた介護予防・日常生活総合支援事業の考え方

一般財団法人医療経済研究・社会保険福祉協会医療経済研究機構

研究部　研究員兼研究総務部次長“さわやか福祉財団研究アドバイザー服部真治　氏

Ⅱ．短期集中型適所・訪問事業の考え方　　　　　　　　　　　　　　　　【13：40－14：20】

そもそもリハは、潜在する能力を最大限に発揮させ、日常生活の活動を高め、家庭や社会への
参加を可能にしその自立を促すという最も介護予坊に効果的な手法にもかかわらず、漫然とした
機能回復訓練が継続されつづけたわけはなぜなのかを振りかえる。その上で地域で期待される
リハと目指す介護予防について述べる。

1．目指す介護予防　　　　　　　　　　3．期待される介護予防の手法、
2．介護予防手帳の活用と　　　　　　　　　　今なぜ生活行為向上なのか。
介護予防ケアマネジメント　　　　　4．短期集中型適所〃訪問事業の考え方

石川県立高松病院作業療法科長作業療法士・保健学博士村井千貧　民

皿．生駒市における介護予防戦略として短期集中型適所・訪問事業　　　　　【14：30－15：10】

生駒市は、総合事業の導入に向け、リハビリテーション職と協働し、軽度者の「自立支援」を徹底的に
追及・検証した結果、独自の事業体系図を考案。短期集中型適所・訪問事業を主軸に元気を取り
戻した高齢者の受け皿となる一般介護予防事業の更なる発展を目指し、住民主体の教室拡大の
仕掛けづくりに力を注いでいる。

1．虚弱高齢者や軽度認定者における特性　　　　4，短期集中型適所・訪問事業の秘訣
2．従前の介護予防事業や予防給付における課題　5．短期集中型適所・訪問事業の効果
3，介護予防事業に関する改革

生駒高福祉健康部地域包括ケア推進課　課長田中明美　氏

Ⅳ．北九州市における短期集中予防型適所“訪問事業　　　　　　　　　　　【15：10－15：50】

北九州市は、総合事業の導入に向け、リハビリテーション職と協働し、軽度者の「自立支援」に向けた
事業体系図を整理。短期集中予防型適所・訪問事業を主軸に、元気を取り戻した高給者の受け皿とな
る一般介護予防事業の更なる発展を目指し、事業所を巻き込んでの住民主体の教室拡大の仕掛けづく
りに取り温んでいる。

1．北九州市の介護予防事業や予防給付における課題
2．短期策中予防型通所・訪問事業に向けたモデル事業等の状況
3．今後の取り組みと課題

北九州市　保健福祉局　地域福祉部　認知症支援“介護予防センター
地域活動支援担当係長　高橋都子　氏

＜第2部＞　パネルディスカッション 【16：00－17：00】

主な議論ポイント：
・高齢者の能力を高める取り組みを効果的に展開するための大切な市町村の取り組みの工夫は？
・短期集中型適所・訪問事業の取り組みのコツは？
・個々の評価、事業の評価、政策の評価？
・地域包括ケアシステムの構築に向けて、介護予防はどうあるべきか？

パネリスト：村井千質　氏／田中明美　氏／高橋　都子　氏
モテレータ：服部真治　氏

お申込は最終頁又は検索エソゾンで「SSKセミナー」入力→検索窓で「17222」入力　送信枚数（本紙含め3枚）


